
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１） 

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

うきは警察署協議会 

 

開催年月日時 
 平成２８年 ２月 ８日 午後４時１５分 から 

 平成２８年 ２月 ８日 午後５時４０分 まで 

 

  

 
開 催 場 所          うきは警察署３階会議室 

 

 

出 席 者        

警察署協議会 会長以下７名 

 

  

 

警 察 署        

署  長、副 署 長 

総務課長、会計課長、生活安全課長、地域課長、

刑事課長、交通課長、警備課長、刑事課主幹 

 

  

  

  

 
議 事 概 要          

 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

【会長挨拶】 

  会長から「先般、タイを訪れる機会があった。タイは、失業率が低く着実に経

済成長を遂げており、五千を超える日系企業が進出している。街頭でタバコのポ

イ捨て等を取り締まる警察官の姿を見かけ、直接、話をする機会があったが、そ

の職務に対する意識は公私の区別など、日本の警察官のイメージとは異なるとこ

ろが感じられた。また、ビジネス街の著しい渋滞の原因が、要人家族の結婚式で、

これをおおらかに受け入れていた国民性には驚かされた。警察署協議会の視点で

タイという国を見ることができたことはとても有意義であった。」旨挨拶があっ

た。 

 

【署長挨拶】 

    署長から「昨年の当署管内の刑法犯認知件数は２５９件、人身交通事故発生件 

   数は２９３件で、いずれも一昨年より減少し、抑止目標を達成することができた。 

    また、「安全安心カメラ」の運用では、犯罪抑止の他、大きな交通事故の状況を 

解明する上でその効果に期待が高まっている。一方、最近の犯罪発生傾向を見る 

と、うきは市内で店舗対象の盗難が連続発生する不穏な状況もある。本年は、住 

宅対象の侵入盗、大量の果物が被害対象となる盗難等の検挙に力を注いでいきた 

いと考えている。」旨挨拶があった。 

 

【副会長による警察署協議会会長連絡会議出席結果発表】 

 １ 平成２７年中の治安概況及び平成２８年福岡県警察運営指針等について 

 ２ ニセ電話詐欺の現状と対策について 

 ３ 他の警察署協議会の活動状況について 

 

【うきは警察署による報告】 

１ うきは警察署管内の犯罪発生状況（平成２７年１月～１２月） 



 
                                                                                         議 事 概 要           
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  (1)  罪種別発生状況 

  (2) 町単位の発生割合 

(3) 町別発生状況 

２ うきは警察署管内の交通事故発生状況（平成２７年１月～１２月） 

  (1)  形態別発生状況 

 (2) 高齢者事故発生状況 

 (3) 町単位の発生割合 

(4) 町別発生状況 

３ 年末年始の事件事故発生傾向について 

４ 平成２８年の刑法犯認知件数、事故発生件数の抑止目標設定について  

５ サミット警備のポスター完成等について 

 

【質疑応答等】 

○ 管内の犯罪発生状況の報告を受け、委員から「空き巣の常習者は、犯行が

短時間等と聞いたことがあるが、自衛のための防犯対策はあるか。」旨質問

があり、署長が「犯人は、犯行に時間がかかることを嫌うので、二重ロック

等、窓・扉に侵入に手間がかかるような施錠を行なうことが有効である。」

旨回答した。 

○ 管内の交通事故発生状況の報告を受け、委員から「物件事故の発生件数が

増加している。高齢者のアクセルとブレーキの踏み間違えによる事故のテレ

ビ報道をよく目にするが、管内で同様の事故が多発している状況はないか。

また、高齢者の高速道路の逆走も社会では問題となっているが、高齢者事故

を防ぐために生活圏のみ有効とする免許制度を設けることはできないか。」

旨質問があり、交通課長が「管内で発生している高齢者の交通事故の傾向を

見ると、商業施設等の駐車場で、安全不確認による後退中の軽微な事故が多

発している実態がある。車体の死角に児童が隠れていた場合は、大きな人身

事故となることも考えられることから、事故の当事者となった方には注意喚

起を行なっている。また、特定地域のみ有効とする運転免許制度は、法律改

正の必要など大きな課題があるものと考えられる。」旨回答した。 

○ 委員から「政府で、個人の自家用車に料金を支払って相乗りができるカー

シェア制度について検討がなされていると聞いているが、法的な問題が解決

し実現となれば、運転が困難なため買い物難民となっている高齢者にとって、

有益な交通手段になると思われる。自治体もコミュニティバスの運行拡充は、

財政上難しいようである。」旨意見があった。 

○ 平成２８年の刑法犯認知件数、事故発生件数の抑止目標設定の報告を受け、

委員から「抑止目標設定の中で「野荒し」という犯罪を初めて聞いたが、ど

のような犯罪か。」旨質問があり、生活安全課長が「果樹園や畑などから作

物を盗む犯罪を警察では「野荒し」と称している。果物生産が盛んである地

域の特殊性を踏まえ、この種犯罪の抑止に重点を置くこととしているので、

警察活動に御協力をいただきたい。」旨回答した。 

 

【閉会】 

 
 
 

            
 



 
議 事 概 要           

 

                                               

            【警察署協議会開催状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           【閉会後の逮捕術訓練視察状況】 

 

 うきは警察署の逮捕術訓練指導員から逮捕術の訓練内容、試合の種目、試合用具、

訓練員の訓練状況等について説明が行われた。 

 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 


